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秋の訪れを告げる植物として知られるキンモクセイの花が中庭で満開です。最近はこれまでの暑さを

避けていたかのようにオナガやスズメも訪れるようになり、まるで秋が足早にやって来たかのようです。

朝晩を中心に肌寒い日が続き、訪れた秋がこのまま過ぎ去ってしまいそうな気さえします。季節の変化

が目まぐるしい中ですが、くれぐれもお体の方、ご自愛ください。１０月は市内駅伝大会、中間テスト、

学校公開・文化祭、生徒会本部役員選挙と、様々な行事等が行われ、こども達の学びや営みに大きな成

長を実感することができました。日頃の保護者・地域の皆様方の学校教育活動へのご理解ご協力に、深

く感謝申し上げます。 

 

 さて、今月は、ＴＶのコメンテーターとしても活躍している脳科学者の中野信子さんが著書「世界で

通用する人がいつもやっていること」の中でとりあげている、２つの事柄を紹介します。 

グチをまったく言わない －周りの人や環境のせいにしない－ 

 「人のことを悪く言わない」という姿勢は一見、受け身のように思えるかもしれません。でもこれは

見方を変えてみれば、「どんな状況にあっても、それを拒絶せず、自分の成長の源にしていく」という

力強さがなければできない生き方であるともいえます。「うまくいかないのは○○のせいだ。私は運が

悪いんだ。」と別の物事のせいにするのではなく、「現在の状況から何か得られるものはないか？」「も

っと良くしていくにはどうすればよいか？」と考えることに使う方がずっと楽しいはずです。世界で通

用する人は、ピンチをチャンスに変え、逆境を人のせいにしない強い意志があるからこそ成功するのか

も知れません。 

楽観主義者である －「なんとかなるさ」ではなく「やればできる」－ 

 ここでいう「楽観主義」は、「なんとかなるさ」という意味ではなく、「やればできる」と考え「でき

ることをきちんとやり、しっかり準備すれば、絶対に結果が出る」と信じるということです。何か新し

いことをするときにはいいことも悪いことも起こりますが、「やればできる」がベースにあると、あっ

たことをそのまま「現実である」と受け入れることができます。「私にはできない。こんなことは嫌だ。」

といった好き嫌いという感情に支配されず、目標のために必要な行動をするための、合理的な判断がで

きます。このような生き方の人はいつも未来に向かって準備をしているので精神状態が安定し、安定し

た精神状態による余裕が、不測の事態にも柔軟に対応できるのかも知れません。 

 このほかにも「欠点を悠然と受け止める」「どんな仕事でも楽しいものに変えてしまう」などあり、

これらは優秀な頭脳を持つ人だけにしかできないことではない、としています。 

 

自分自身の思考や感情、行動といった「認知」を客観的に捉え、認識しコントロールする力を「メタ

認知」といいます。メタ認知が高い人は、何をどうすべきかを理解し、現在の状況を正確に把握できる

ため、知識やスキルなどを効率的に習得できます。また、失敗を貴重な学びの機会として活用し、絶え

ず自己成長を続ける姿勢をもつ、といわれています。中野さんの挙げる「世界で通用する～」とは同義

ではありませんが、自分自身を見つめ、そこから向上するために地道に取り組むことが、改めて大切な

ことのように感じます。いまから、ここから。自分を磨くことを楽しんでいきましょう。 

 
＜引用：中野信子著「世界で活躍する脳科学者が教える！ 世界で通用する人がいつもやっていること」  

株式会社アスコム＞ 



昭和３５年１２月。中川台の校舎。この前の

年の昭和３４年に、吉川町立吉川中学校と

同三輪野江中学校が統合し、吉川町立南中

学校となったそうです。 

 
 


